あるドキュメンタリー映画の存在証明 by 下澤 和義
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(11) これはあくまで一例だが、アントニオーニの DVD『さすらい』(IVC-5014 , 2004 年)に併録
されている「幻の記録映画、アントニオーニの『中国』」と題した文章のなかで、映画批評家
－ 78 － 
の日野康一は、つぎのように語っている。「1972 年、中国の毛沢東夫人・江青女史(映画女優
出身)の要請により、アントニオーニは長編ドキュメンタリー映画『中国 La Cina』を作った。
アントニオーニの才能を高く評価する江青女史は、プロパガンダ映画を撮ってくれると信じ
ていた。 
社会主義国内で撮影した映画フィルムは、その国内で現像して政府の検閲を通過した部分
だけの国外持ち出しを許可される。アントニオーニは未現像ネガを持ち出し、検閲なしの条
件を提示して伊中合作映画の形式をとり、中国入りした。 
厳重な監視のもとに、上海、北京、限られた農村などで見たままの現実を記録した。3 時
間半に及ぶ生々しく堂々たる力作である。大部分は紅衛兵の活動や軍隊の威圧的なパレード
を通じて社会主義の繁栄を礼賛する。その一方、映像作家の鋭い目は裏の真実を見抜いてい
た。文化大革命最中の貧しい庶民生活、荒廃した国土を独自のリアリズムでさらけ出し、外
国に知られたくない中国自身の”不毛”そのものをスクリーンに拡大した。 
江青女史は逆上し、合作権利の権限のもとに外交ルートを通じ、世界各国に上映禁止を求
めて国際問題に発展した。中国と国交を結んだばかりの日本政府は当惑し、外務省は「映画
輸出ビジネスは通産省の所管」と回避した。日本の配給会社はマスコミが”非友好的”だとあ
おり立てたり、上映阻止運動や映画館テロが起きる懸念を抱いて手を引いた。 
厳しい非難と批判を浴びたアントニオーニは精神的、経済的に挫折した上に、イタリア共
産党から除名された。1976 年に文革が終息して江青女史が失脚したあとも、この映画は封印
されたまま、幻の存在になっている」。 
この解説文における数々の事実関係の誤認については、ここでは逐一言及することはせず、
わが国における『中国』の神話化(「幻の存在になっている」)に貢献している典型的な例と
して引用するにとどめたい。 
